
このトラブルシューティングガイドは、お買いあげの船外機に
付属している取扱説明書の説明内容を補助するものです。
不明な点については、取扱説明書を参照してください。
当ガイドの写真に映っている船外機は、お手持ちのモデルと異
なる場合があります。
当ガイドをお手元のデバイスにダウンロードし、いつでも見ら
れるようにしておくことをお勧めします。

- ブザーが鳴る／表示灯が点灯する
- エンジンが始動しない
- エンジンは始動するが止まる
- 船外機が落水した場合の対処
- 非常時のシフトのしかた
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ブザーが鳴る／表示灯が点灯する 1/6

警告装置の作動

油圧警告装置
エンジンオイルの油圧低下を表示灯とブザーで知らせ
ます。
オーバーヒート警告装置
エンジンのオーバーヒートを表示灯とブザーで知らせ
ます。

油圧警告表示灯（赤色）+ブザー連続音

オーバーヒート警告表示灯（赤色）+ブザー連続音

マルチファンクションディスプレイ

これらの異常時にはエンジン回転数が徐々に低下して
不安定になり、エンジン回転を上げることができなく
なります。また、オーバーヒート時には約20 秒でエン
ジンが停止します。
異常な状態が解消されると徐々にエンジン回転が上が
るようになります。



ブザーが鳴る／表示灯が点灯する 2/6

PGM-FI 警告装置
PGM-FI（電子制御燃料噴射装置）の異常を、表示灯
とブザーで知らせます。
ACG 警告装置
AC ジェネレーター（交流発電機）の異常を、表示灯と
ブザーで知らせます。

PGM-FI警告表示灯（赤色）+ブザー断続長音

ACG警告表示灯（赤色）+ブザー断続長音

マルチファンクションディスプレイ



3/6ブザーが鳴る／表示灯が点灯する

ワーニングレベル
作動した警告装置の警告レベルが表示されます。
・Warning Level 1：特に注意が必要な場合
・Warning Level 2：Level 1以外の場合

パワーリダクション機能
オイル油圧の低下やオーバーヒートなど、船外機に問
題が発生した場合、エンジンを保護するために、エン
ジン回転数を制限する機能です。
2つのリモートコントロールセンサーのうち一つに異常
が発生した場合は、パワーリダクション機能によるエ
ンジン回転数の制限は行われません。

ウォーターセパレーター 一体型燃料フィルター
警告装置
ウォーターセパレーター 一体型燃料フィルターのカッ
プ内に水がたまると、断続短音のブザーで知らせます。



4/6ブザーが鳴る／表示灯が点灯する

バッテリースイッチ OFF 通知機能
バッテリースイッチの入れ忘れおよびエンジンスイッ
チ／パワースイッチの切り忘れを通知する機能です。
以下の場合にバッテリースイッチがOFF になってい
ると、ブザーが短く3 回鳴ります。
• エンジンを始動するとき
• パワートリム／チルトスイッチを押したとき
• エンジンスイッチまたはパワースイッチが“ON”のま
まバッテリースイッチをOFF にしたとき

その他の通知



5/6ブザーが鳴る／表示灯が点灯する

警告装置作動時の対処

油圧警告表示灯が点灯した／オイル循環
表示灯が消灯した

1. すぐエンジンを止め、エンジンオイルの量を確認
してください。

2. エンジンオイルの量が正常である場合は、エンジ
ンを再始動し約30 秒間低速で運転します。再び警
告装置が作動しなければ異常ではありません。

3. 30 秒間低速運転をしたあと、警告装置が作動しつ
づける場合は低速で帰港し、お買いあげ販売店ま
たはサービス指定店に整備を依頼してください。

オーバーヒート警告表示灯が点灯した

1. ただちにコントロールレバーを“N”（中立）にし、
検水口から、勢いよく冷却水が出ているか確認し
てください。

2. 冷却水が正常に出ている場合は、約30 秒間アイド
リングで運転してください。再び警告装置が作動
しなければ異常ではありません。
全速力で航走したあと急激にエンジン回転をおと
すと、一時的にエンジンの温度が上がり警告装置
が作動することがあります。また全速力で航走し
たあと、すぐにエンジンを停止し、再び始動する
とエンジンの温度が上がり装置が作動することが
あります。

3. 30 秒間アイドリングで運転しても、警告装置が作
動し続ける場合はエンジンを停止し、吸水口に異
物がつまっていないか確認してください。異物が
つまっていない場合は低速で帰港し、お買いあげ
販売店またはサービス指定店に整備を依頼してく
ださい。



6/6ブザーが鳴る／表示灯が点灯する

ACG 警告表示灯が点灯した

バッテリーの接続を点検し、異常がなければ、お買い
あげ販売店またはサービス指定店にご相談ください。

PGM-FI 警告表示灯が点灯した

PGM-FI 警告表示灯が点灯してブザーが鳴り止まない
場合は、シフト操作不可、アラート検出不可、始動不
可につながる恐れがありますのですぐに低速で帰港し、
お買いあげ販売店またはサービス指定店に整備を依頼
してください。
PGM-FI 警告表示灯が点灯してブザーが10 秒間だけ
鳴った場合は、エンジン回転数制御、機能制限がかか
りますのでなるべく早く低速で帰港し、お買いあげ販
売店またはサービス指定店にご相談ください。

ウォーターセパレーター 一体型燃料フィル
ター警告ブザーが鳴った

取扱説明書、またはメンテナンスのスライドショーを
参考に、水を取り除いてください。
「ウォーターセパレーター 一体型燃料フィルター（低圧側）の点
検と交換」

https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/


1/3エンジンが始動しない

燃料系統の不良

考えられる原因 対処

燃料タンクに燃料がな
い。

給油する。
- 対処方法の参照は
「始業前点検2-燃料」

劣化ガソリンを使用し
ている

新鮮なガソリンと交換する。
- 対処方法の参照は
「保管の準備 ステップ2-燃料を抜く」

燃料ホースの折れ曲が
り 折れ曲がりをなおす。

船体側燃料タンクフィ
ルターが詰まっている

清掃する。
（船体の取扱説明書を参照）

劣化ガソリンを使用し
ている

新鮮なガソリンと交換する。
- 対処方法の参照
「保管の準備 ステップ2-燃料を抜く」

ウォーターセパレー
ター 一体型燃料フィル
ターが詰まっている

ウォーターセパレーター 一体型燃料フィ
ルターを交換する。

- 対処方法の参照
「ウォーターセパレーター 一体型燃料フィ
ルター（低圧側）の点検と交換」

https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/3/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/3/
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https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/5/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/5/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/


2/3エンジンが始動しない

スターターモーターは回るがエンジンが始動しない

考えられる原因 対処
非常停止スイッチク
リップの取付け不良 クリップを確実に取付ける。

イグニッションコイル
の取付け不良

イグニッションコイルを確実に取付ける。

- 対処方法の参照は
「点火プラグの点検と交換」

点火プラグの締付け不
良

点火プラグを確実に締付ける。

- 対処方法の参照は
「点火プラグの点検と交換」

点火プラグの汚れ
清掃するか、交換する。
- 対処方法の参照は
「点火プラグの点検と交換」

点火プラグの破損

交換する。

- 対処方法の参照は
「点火プラグの点検と交換」

点火プラグの火花すき
間の不良

調整するか、交換する。
- 対処方法の参照は
「点火プラグの点検と交換」

電気系統の不良

https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
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https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/


3/3エンジンが始動しない

考えられる原因 対処
シフトレバーまたはコ
ントロールレバーが
“N”（ニュートラル） 
になっていない

レバーを“N”（ニュートラル）にする。

ヒューズが切れている

ヒューズを交換する。

- 対処方法の参照は 
「メインヒューズ、ACGヒューズ、3 A/7.5 
Aヒューズの交換」

バッテリーが充電され
ていない 充電または交換する。

バッテリー端子が接続
されていない

バッテリー端子を接続する。

バッテリー端子が腐食
している

バッテリー端子を清掃する。

- 対処方法の参照は 
「バッテリーの点検」

スターターモーターが回らない

https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/


1/1エンジンは始動するが止まる

考えられる原因 対処
燃料タンクに燃料がな
い 給油する。

船体側燃料タンクフィ
ルターが詰まっている

清掃する。
（船体の取扱説明書を参照）

ウォーターセパレー
ター 一体型燃料フィル
ターが詰まっている

ウォーターセパレーター 一体型燃料フィ
ルターを交換する。

- 対処方法の参照
「ウォーターセパレーター 一体型燃料フィ
ルター（低圧側）の点検と交換」

https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/
https://www.hondappsv.com/contents/menu/JPN/ja/2255/4/


水没した船外機は、腐食を最小限にとどめるため、でき
るだけ早く分解・整備をおこなってください。
サービス店が近くにある場合は、直ちにお持ちください。
サービス店が近くにない場合は、次に示す整備を行って
ください。

1/5

1. エンジンカバーを取り
外します。

2. きれいな水でエンジン
を洗浄し、海水、砂、
泥などを洗い流します。

ステップ 1 – 船外機の洗浄

船外機が落水した場合の対処
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3. ドレンチューブをエン
ジン側のクランプから
外します。
ドレンチューブの先端
がアンダーカバーの外
側に来るように、取り
出します。

4. ベーパーセパレーター
のドレンスクリューを
ゆるめます。ドレン
チューブから燃料が流
れ出したら燃料が出終
わるまでチルトアップ
の状態にして待ちます。

ステップ 2 – 燃料を抜く

船外機が落水した場合の対処

5. 燃料が出終ったらドレ
ンスクリューを締付け
ます。
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6. ドレンチューブをクラ
ンプに戻します。

船外機が落水した場合の対処
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7. 非常停止スイッチク
リップを外します。

ステップ 3 – エンジンシリンダーの水を抜く

船外機が落水した場合の対処

9. エンジンをクランキングしてシリンダー内の水
を排出します。

エンジンスイッチ装備仕様
- エンジンスイッチを“START”（始動）の位置に

て、シリンダー内の水を完全に抜きます。

スタートストップスイッチ装備仕様
- パワースイッチキーを“ON”（運転）の位置にま

わし、スタートストップスイッチを押して、シ
リンダー内の水を完全に抜きます。

8. 点火プラグを取り外し
ます。
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10. 点火プラグ穴からス
プーン1杯ほどのエン
ジンオイルを注入しま
す。

ステップ 4 – エンジンシリンダーにオイルを注入

11. エンジンをクランキングしてシリンダー内にエ
ンジンオイルを行き渡らせます。

エンジンスイッチ装備仕様
- 点火プラグを外した状態で点火プラグ取付け穴

を布で覆います。
エンジンスイッチを“START”（始動）の位置に
て、シリンダー内にエンジンオイルを行き渡ら
せます。 

スタートストップスイッチ装備仕様
- 点火プラグを外した状態で点火プラグ取付け穴

を布で覆います。
パワースイッチキーを“ON”（運転）の位置にま
わし、スタートストップスイッチを押して、シ
リンダー内にエンジンオイルを行き渡らせます。

船外機が落水した場合の対処



非常時のシフトのしかた 1/2

コントロールレバーでシフト操作ができなくなった場合
は、以下の手順でシフト操作ができる場合があります。
以下の手順でシフト操作をおこない、低速で帰港し、
サービス店にご相談ください。

2. エンジンを停止します。

1. コントロールレバーを“N”（ニュートラル）の位
置にします。

3. エンジンカバーを取り
外します。
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6. エンジンを始動します。

4. 付属工具の⊕ドライ
バーにグリップを取り
付け、シフトアクチュ
エーターの穴に差し込
みます。

5.  シフトアクチュエーターを動かして、“N”
（ニュートラル）の位置にします。

7. シフトアクチュエーターを動かして、 “F”（前
進）または“R”（後進）の位置にします。

非常時のシフトのしかた

- 差し込んだ工具の先端側（シフトピボット寄
り）を握り、力の入れやすい安定し た体勢で操
作してください。
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